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Studies of climate variability

Climate Projections

Paleo Climate Studies

Ic
e 

S
iz

e

( Ma )

E
LA

 (m
)

Forcing

Response

1000
1200
1400
1600
1800
2000

0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1 1.1 1.2 1.3

0

500

1000

1500

2000

0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1 1.1 1.2 1.3

Cloud modeling

Chemistry Modeling

↑
ozone(>50ppbv)

eastern Asia

U.S.

↑
ozone(>50ppbv)

eastern Asia

U.S.

Aerosol modeling

Ocean modeling

次世代コンピュータと次世代コンピュータと  
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1. 気象、気候分野でのシミュレーション―実績と社会貢献
天気予報、地球温暖化予測

2. 温暖化分野での実績、現況
IPCC報告書への貢献

4次報告書（2007；共生）、5次報告書（2013?：革新）

人類の意思決定の根拠

3. 当該分野の課題―不確実性の低減、定量化
(1) 大気・海洋力学モデルから統合地球環境システムモデルへ

より多様な過程（生物化学、物質（炭素）循環）を含むモデルへ

(2) 高解像度化

経験的パラメタリゼーションの排除（雲解像へ）

(3) データとモデルの融合（地球環境監視システムの実現、顕著現象の予測）

4. 次世代スパコンで予期できるブレークスルー
雲解像気象・気候予測

※次世代スパコンでも、3.5km格子全球雲解像モデル～10年、400m格子は１か月

 積分が限度か）

集中豪雨・洪水予測、極端現象のポテンシャルを含めた季節～近未来予測、古気候再現

 など

※ 20km大気＋渦解像（～10km）海洋結合モデル？

デモンストレーションでなく科学的新知見を与える計算を
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結果の解析（データ転送）

プログラム開発、ジョブ投入
データ処理
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地球シミュレータの利用形態





国土交通省http://www.mlit.go.jp/report/press/river03_hh_000050.html



~2007

気候モデルによる地球温暖化の将来予測

課題１：不確実性

~1990

~2000

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%BB%E5%83%8F:Hurricane_Katrina_8-26-05_1415_UTC.jpg
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